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第６章　歴史的風致維持向上施設の整備又は管理等に関する事項

１　歴史的風致維持向上施設の整備又は管理等の基本的な考え方

　本計画における歴史的風致維持向上施設とは、太宰府市固有の歴史的風致を維持及び向

上するために必要な施設や活動の場を指す。歴史的風致維持向上施設の整備にあたっては、

太宰府の文化遺産と調和した景観形成に努め、市民の種々の活動や憩いの場となるよう、

関係機関と連携して実施する。また、整備を行った歴史的風致維持向上施設については、

積極的な公開・活用を行い歴史的風致の維持向上を図るものとする。その維持管理にあたっ

ては、文化財部局・都市計画部局・建設部局等が連携しつつ、所有者などに対して適切な

助言・指導を行うなど、市民と行政との適切な役割分担のもとで維持管理を行い、歴史的

風致の維持向上に努めることとする。

ア　歴史的建造物等の保存・活用に関する事業

　太宰府天満宮および門前のほか、日田街道やさいふまいりの参詣道の沿線には、歴史的

建造物が残り、人々の生活と一体となって歴史的風致を形成している。これらについて、

歴史的風致が損なわれないように適切な維持管理を行うとともに、必要な修理を行う。ま

た、これらの拠点を整備し、活用することによって歴史的風致の維持向上を図る。

　大宰府関連史跡を継承する上で、拠点となる施設が市域には点在し、来訪者や市民へ史

跡継承意識を深める上で大きな役割を担っている。これらについて、適切な維持管理を行

うとともにユニバーサルデザイン化など必要な修理・改修・整備を行う。

①歴史的風致形成建造物保存修理事業

②歴史的建造物調査事業

③観世音寺鐘楼保存修理事業

④大宰府関連史跡整備事業

⑤大宰府関連史跡環境整備事業

⑥大宰府関連史跡等保存活用計画策定事業

⑦特別史跡水城跡保存修理整備事業

⑧特別史跡水城跡環境整備事業

⑨特別史跡大野城跡環境整備事業

⑩史跡宝満山整備計画策定事業

イ　歴史的風致の周辺環境に関する事業

　太宰府天満宮の門前には近世以降の歴史的な建造物が残り、人々の営みと一体となって

歴史的風致が形成されている。参道を中心とした門前の歴史的風致を維持向上させるため

に、一体的なまち並みの形成に必要な事業を実施していく。
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　各拠点をつなぐ道路は、来訪者や地域住民へ歴史的環境を認知させるため、地域住民の

生活との調和を図りながら、道路美装化などで環境を改善する。

　さいふまいりの参詣道から眺望できる区域においては歴史的な趣に配慮し、歴史的風致

形成建造物を範として、地域住民による協議会において議論された修景基準をもとに、歴

史的市街地の景観形成のための支援を行う。

　また、歴史的建造物等において行われる様々な活動の周囲には、四王寺山の森や住宅の

の生垣などの緑が必ずあり、良好な市街地環境を形成していることから、緑化による修景

を図ると共に、適切な緑の維持管理を行い、歴史的風致と調和した景観形成に努める。

　市民やさいふまいりに訪れる来訪者が、太宰府の歴史的風致をより身近に感じながら散

策できるように、文化遺産の周辺環境や関連施設を整えると共に、散策路沿いに解説広場

や案内板などを整備する。

　さらに、太宰府の歴史の理解を深めると共に、それら文化遺産と活動を支える人たちが

集える施設を整備し、市民による情報発信の拠点とする。

①歴史の散歩道環境整備事業

②太宰府天満宮参道環境改善事業

③小鳥居小路周辺環境改善事業

④朱雀大路修景整備事業

⑤日田街道修景整備事業

⑥日吉神社通路環境整備事業

　⑦歴史的市街地の修景推進事業

⑧歴史的市街地の緑化推進事業

⑨四王寺山周辺環境整備事業

⑩大宰府関連史跡、史跡宝満山のサイン整備事業

⑪さいふまいりの風景地環境整備事業

⑫金掛け梅公園整備事業

⑬苅萱の関跡環境整備事業

⑭朱雀大路解説広場整備事業

⑮筑前国分尼寺跡解説広場整備事業

⑯御笠団印出土地解説広場整備事業

⑰小町広場環境整備事業

⑱大宰府跡ガイダンス施設等整備事業

⑲都府楼交流施設整備事業

ウ　文化遺産の継承と普及啓発活動に関する事業

　太宰府の歴史的風致の維持向上にとって、文化遺産や地域の行事等の伝統文化の継承な

どが課題となっている。太宰府市民遺産の取り組みに対する継続的な支援により、多くの
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市民が主体となって歴史的風致の維持向上を図ると同時に、文化遺産の調査により得られ

た情報をもとに展示やイベントなどによる普及啓発を行い、新たな担い手の発掘や育成を

行う。また、普及啓発活動に取り組む団体への支援を行う。

　①四王寺山の環境保存活用事業

　②門前町並み保存活用事業

　③太宰府市民遺産育成支援事業

　④民俗文化財調査普及事業

⑤太宰府発見塾事業

⑥太宰府の絵師関係資料調査普及事業

各事業の位置図
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事業名 ア -① 歴史的風致形成建造物保存修理事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・市単独事業

事業期間 平成 23 年度～令和 14 年度 (2011 ～ 2032 年度 )

事業位置

重点区域全域

事業概要 　太宰府天満宮門前の歴史的な家屋や市内に点在する社寺建築、ならび

に宝満山をはじめとする市域の維持向上すべき歴史的風致に資する歴史

的建造物について、歴史的風致形成建造物に指定し、保存修理等に対す

る助成を行う。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　この事業により、後継者不足や修理費用の負担等による歴史的建造物

の滅失、荒廃といった課題を解決し、歴史的建造物を保護することで歴

史的風致の維持向上を図る。

保存修理後保存修理前

２　歴史的風致維持向上施設の整備又は管理等に関する事業

ア　歴史的建造物等の保存・活用に関する事業

➡



165

事業名 ア -② 歴史的建造物調査事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 社会資本整備総合交付金（効果促進事業）・市単独事業

事業期間 令和元年度～令和 14 年度 (2019 ～ 2032 年度 )

事業位置

重点区域全域

事業概要 　歴史的建造物を計画的に調査することでその価値を明確にする。また、

痕跡や関係資料の調査を行い、市内にある歴史的建造物の特性を把握す

ることで、保存修理において旧状に復する際の必要な情報収集を行う。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　歴史的建造物に残された改修痕跡および関係資料の調査を行うこと

で、歴史的建造物の特性を知ることができ、旧状に復する事業の質を高

める。また、歴史的風致形成建造物候補物件等を事前に調査することで、

所有者の歴史的建造物に対する意識付けを促し、建造物の滅失を防ぐと

ともに、継承意識ならびに保存への意識向上へつなげ、歴史的風致の維

持向上に寄与する。

調査風景
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事業名 ア -③ 観世音寺鐘楼保存修理事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和６年度～令和７年度 (2024 ～ 2025 年度 )

事業位置

重点区域内、観世音寺５丁目

事業概要 　鐘楼は、昭和 20 年代に現在地に移設され、国宝の梵鐘を吊るしてい

るが、鐘楼や基壇の石積みに歪みが生じていることから、鐘楼や石積み

の修理を行う。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　この保存修理事業を実施することで、梵鐘を安全に保存することがで

き、寺院活動の継承にも繋がり、「観世音寺の除夜の鐘」の歴史的風致

の維持向上に寄与する。

鐘楼 傷んでいる基壇の石積み
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事業名 ア -④ 大宰府関連史跡整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和７年度～令和 11 年度 (2025 ～ 2029 年度 )

事業位置

重点区域内
大宰府関連史跡
（特別史跡大宰府跡ほか）

事業概要 　大宰府政庁跡とその周辺一帯について、遺構保存修理と共に再整備を

行う。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　大宰府関連史跡の整備は、昭和 40 年代および平成元年頃に行われた。

太宰府関連史跡は、近年国内のみならず国外からも多くの来訪者が訪れ、

さらに世代を問わず多くの人々にとって身近なものとなっている。この

事業を実施することで、遺跡を永く保存できると共に来訪者の見学に役

立ち、「さいふまいり」の名所地としての歴史的風致の維持向上に寄与

する。

大宰府政庁跡
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事業名 ア -⑤ 大宰府関連史跡環境整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和８年度～令和 14 年度 (2026 ～ 2032 年度 )

事業位置

重点区域内、

市域内の大宰府関連史跡

（特別史跡 大宰府跡ほか）

事業概要 　大宰府跡・学校院跡・筑前国分寺跡などの大宰府関連史跡周辺の樹木

を整理し、万葉の時代に愛でられていた梅などを植栽し、散策路・水路・

広場・休憩施設等の環境改善整備を実施する。実施にあたってはユニバー

サルデザイン化を進め、多様な人々に対応する史跡環境の改善を行う。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　この事業を実施し暑さや風雨にも対応した見学者に優しい史跡周辺環

境に改善することで、来訪者の利便性を向上させる。また、梅林や関連

史跡の周辺環境を整備することで、古代大宰府の魅力を高め、「さいふ

まいり」「大宰府関連史跡の継承と保護」の歴史的風致の維持向上に寄

与する。

大宰府政庁跡周辺の園路 大宰府政庁跡周辺の水路
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事業名 ア -⑥ 大宰府関連史跡等保存活用計画策定事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和５年度～令和 14 年度 (2023 ～ 2032 年度 )

事業位置

重点区域内、市内の大宰府関連史跡

事業概要 　大宰府関連史跡とは、市内に所在する８つの史跡で、そのうち保存活

用計画が策定されていない特別史跡大野城跡・水城跡、史跡観世音寺境

内及び子院跡・筑前国分寺跡・国分瓦窯跡・大宰府学校院跡の保存活用

するための計画を策定する。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　大宰府関連史跡の整備事業を実施するにあたり、保存活用計画は不可

欠である。この計画を策定することで保存修理や環境整備を推進し、史

跡を後世に伝えることができ、「大宰府関連史跡の継承と保護」にみる

歴史的風致の維持向上に寄与する。
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事業名 ア -⑦ 特別史跡水城跡保存修理整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 平成 19 年度～令和 14 年度 (2007 ～ 2032 年度 )

事業位置

重点区域内、特別史跡水城跡

事業概要 　風雨による長年の損傷個所の修理、修復を行う。また遺跡に影響を与

える樹木などの間伐といった計画的な緑の維持管理を実施する。併せて

広場、サイン、便所、四
あずまや

阿、園路などの環境整備を実施する。

事業が歴史的風　

致の維持向上に

寄与する理由

　築堤から 1350 年あまり経つ水城跡は、来訪者が立ち寄り、市民から

親しまれる空間となっているが、一方で長年の風雨による損傷等が見ら

れることから水城跡の保全管理を実施するとともに、回遊散策の場など

地域活動やレクリエーション空間としての活用を図ることで「さいふま

いり」と一体となった歴史的風致の維持向上に寄与する。

水城東門跡付近の土塁 水城跡の樹木整理
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事業名 ア -⑧ 特別史跡水城跡環境整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和 11 年度～令和 14 年度 (2029 ～ 2032 年度 )

事業位置

重点区域内、特別史跡水城跡

事業概要 　特別史跡水城跡東門跡は、古代からの玄関口であり、さいふまいりの

参詣道である日田街道が縦断する。一方で、県道 112 号が縦断する箇所

には、電線が景観を害するように縦横に敷設されており、景観改善のた

めの周辺一帯の環境整備を実施する。また、御笠川によって東西の往来

を妨げている区間について、アクセス路を整備し、水城跡の東西散策へ

の便益向上に図る。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　この事業を実施することで、水城跡の全貌を体感できることになり、

「さいふまいり」「大宰府関連史跡の継承と保護」にみる歴史的風致の維

持向上へ寄与する。

水城東門跡付近の電線状況 水城跡の欠堤部
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事業名 ア -⑨ 特別史跡大野城跡環境整備事業

整備主体 福岡県、太宰府市

支援事業名 県単独事業、市単独事業

事業期間 平成 20 年度～令和 14 年度 (2008 ～ 2032 年度 )

事業位置

重点区域内、特別史跡大野城跡

事業概要 　平成 20 年 (2008) 度から実施している土塁の環境整備について、今後

は増長天西側土塁修理および環境整備、増長天礎石群の環境整備を実施

し、順次、土塁、石塁、礎石群の環境整備を実施する。

　また、追加指定された原山地区の解説広場などの環境整備を行う。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　大野城跡は、四王寺山に所在し今日も来訪者が絶えない「さいふまい

り」の立寄り場所である。この事業を実施することで、来訪者が大野城

跡について理解を深めることができ、「さいふまいり」「大宰府関連史跡

の継承と保護」と一体となった歴史的風致の維持向上に寄与する。

増長天地区の整備 原山地区
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事業名 ア -⑩ 史跡宝満山整備計画策定事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和 10 年度～令和 11 年度 (2028 ～ 2029 年度 )

事業位置

重点区域内

大字内山、北谷

事業概要 　史跡の保存と活用を適切に行うため、文化財の調査成果はもちろん、

防災・減災の観点に基づき、史跡が跨いでいる筑紫野市と連携しながら、

整備計画を策定する。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　この計画を策定することで史跡整備や周辺環境整備を実施することが

でき、史跡の理解を深めると共に、史跡を後世に伝えることができ、「宝

満山」における歴史的風致の維持向上に寄与する。

推定六所宝塔跡 百段ガンギ
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事業名 イ -① 歴史の散歩道環境整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）、市単独事業

事業期間 平成 22 年度～令和 11 年度 (2010 ～ 2029 年度 )

事業位置

重点区域内、歴史の散歩道（太宰府天満宮～大宰府政庁跡～水城跡）

事業概要 　歴史の散歩道は、太宰府天満宮から水城跡までに点在する「さいふま

いり」の名所を、歴史的風致を感じながら散策できる道路で、劣化した

道路の改修や安全性に配慮した散策路の拡幅、そして附帯する防護柵・

カーブミラーなどを景観に配慮したものに更新する。また、散策環境向

上のため水辺環境や休憩施設などの整備を検討する。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　路面や防護柵など通りの環境を改善し、暑さや風雨にも対応した見学

者に優しい散策に適した環境を整備することで、「さいふまいり」の歴

史的風致の維持向上に寄与するとともに、来訪者向けの散策ネットワー

ク向上を図る。

イ　歴史的風致の周辺環境に関する事業

散歩道沿いの防護柵 劣化している散歩道の路面
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事業名 イ -② 太宰府天満宮参道環境改善事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和７年度～令和９年度 (2025 ～ 2027 年度 )

事業位置

重点区域内、宰府１～３丁目

事業概要 　太宰府天満宮参道は、平成の初めに無電柱化などの環境整備事業を実

施したが、事業から 30 年以上が経過し、路面の石畳やタイルの傷みが

目立ちはじめ、参道景観に影響が出てきており、それらの改修を行う。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　太宰府天満宮参道のまち並みと賑わいは太宰府を代表する歴史的風致

であるが、歩道や車道の路面の劣化が目立ってきている。そのため、太

宰府天満宮参道全体の再整備・環境改善を図ることで、まち並みの魅力

が引き出され、「神幸式」や「さいふまいり」の歴史的風致の向上に寄

与することができる。

太宰府天満宮参道の石畳とまち並み

を隠している街路樹
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事業名 イ -③ 小鳥居小路周辺環境改善事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和 10 年度～令和 13 年度 (2028 ～ 2031 年度 )

事業位置

重点区域内、宰府３丁目

事業概要　 　小鳥居小路から宰府宿の入口のひとつである溝尻口までの道路につい

て、沿道にある地域活性化複合施設「太宰府館」や水路等を活かした環

境整備を図る。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　この事業により小鳥居小路の歴史的風情が改善され、太宰府天満宮門

前一帯の歴史的風致の維持向上に寄与する。

小鳥居小路 溝尻道路
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事業名 イ -④ 朱雀大路修景整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）、市単独事業

事業期間 令和５年度～令和６年度 (2023 ～ 2024 年度 )

事業位置

重点区域内、朱雀４丁目　朱雀６丁目

事業概要 　県事業として整備が進められている県道観世音寺二日市線の道路につ

いて、整備事業と連動し、神幸式の経路のどんかん道である古代の朱雀

大路を顕在化する。また、さいふまいりの名所「幸橋」の顕在化も図る。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　太宰府天満宮の神幸式大祭の道（通称：どんかん道）は、一般道と変

わらない施工がなされ、秋の大祭の時のみ、どんかん道であることが顕

在化する。この点を改善し、古代の朱雀大路を踏襲するどんかん道を整

備し顕在化することで、「神幸式」はもちろん「さいふまいり」の歴史

的風致の維持向上に寄与する。

整備完了部分 未整備部分



178

事業名 イ -⑤日田街道修景整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和９年度～令和 12 年度 (2027 ～ 2030 年度 )

事業位置

重点区域内
国分２・３丁目 (国分地区 )
坂本１丁目 (関屋地区 )
通古賀２・５丁目 (通古賀地区 )

事業概要 　街道沿いに設置している防護柵・カーブミラー等を景観に配慮したも

のに改修する。また、国分地区については、かつてあった松並木を復元

する。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　街道の雰囲気を残す関屋地区や通古賀地区の防護柵等を改善すること

で街道を顕在化することができる。また、かつてあった松並木を復元す

ることにより歴史的風情を取り戻し、「さいふまいり」の歴史的風致の

維持向上に寄与することができる。

日田街道沿いの防護柵の現状
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事業名 イ -⑥ 日吉神社通路環境整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和６年度～令和７年度 (2024 ～ 2025 年度 )

事業位置

重点区域内、観世音寺５丁目 1108 の一部

事業概要 　歴史の散歩道から日吉神社までの市道の美装化を行う。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　歴史の散歩道沿いの鳥居から石段下の鳥居までは、集落の一般道であ

るが、観世音寺から日吉神社に向かう参道的要素を持ち得ている。これ

を美装化することにより、観世音寺・歴史の散歩道・日吉神社に一体感

が生まれ、観世音寺周辺一帯の歴史的風致を向上することができる。

日吉神社前の通路 整備イメージ
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事業名 イ -⑦ 歴史的市街地の修景推進事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）、市単独事業

事業期間 平成 28 年度～令和 14 年度 (2016 ～ 2032 年度 )

事業位置

重点区域内、参道・小鳥居小路・溝尻道路・宮町通り・新町通り・横町

事業概要 　歴史的風致やまち並みを阻害している建築物等の修景や除却を行う。　

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　この修景事業を行うことで、歴史的風致の周辺環境の改善を図ること

ができ、歴史的風致の維持向上に資するとともに、まち並みの魅力向上

にも繋がり、国内の観光客はもちろん訪日外国人の回遊性向上に期待で

きる。

修景前 修景後

➡
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事業名 イ -⑧ 歴史的市街地の緑化推進事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）、市単独事業

事業期間 平成 25 年度～令和 14 年度 (2013 ～ 2032 年度 )

事業位置

重点区域内、どんかん道・日田街道・参詣道・門前町

事業概要 　歴史的風致を損ねている沿道環境などの緑化修景を行う。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　門前・どんかん道・参詣道・日田街道といった歴史性を有する骨格的

な動線は、駐車場などの増加により歴史的風致が損なわれつつある。そ

こで、緑化修景を施し、歴史的風致の周辺環境の改善を図ることで歴史

的風致の維持向上に資する。また、時代の移り変わりと共に現在の参詣

道として利用されている幹線道路についても、歴史的風致の維持向上の

ため緑化推進を図る。
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事業名 イ -⑨ 四王寺山周辺環境整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 社会資本整備総合交付金（効果促進事業）、市単独事業

事業期間 平成 23 年度～令和 14 年度 (2011 ～ 2032 年度 )

事業位置

重点区域内
四王寺山南麓

事業概要 　四王寺山南麓の森林や「市民の森」に進行している竹林を伐採しなが

ら、計画的に樹木の伐採・剪定などの環境整理を行う。また、森林内に

設置されているベンチや案内板などの施設を改修する。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　「さいふまいり」の名所である四王寺山を適切に管理することで、里

山景観が復活し、「さいふまいり」の歴史的風致の維持向上に寄与する。

参詣道からみえる竹林 「市民の森」の荒れた森
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事業名 イ -⑩ 大宰府関連史跡、史跡宝満山のサイン整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）、市単独事業

事業期間 令和５年度～令和 14 年度 (2023 ～ 2032 年度 )

事業位置

重点区域全域

事業概要 　大宰府関連史跡や史跡宝満山に、来訪者を誘導する案内板や誘導板を

設置する。また、既設の老朽化した誘導板や解説板をユニバーサルデザ

イン化した解説板に更新する。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　この事業を実施し、回遊性の高いネットワークを形成し、歴史的風致

を活かしたまちづくりを推進することで、「さいふまいり」「宝満山」「大

宰府関連史跡の継承と保護」の歴史的風致の維持向上に寄与する。

大宰府跡や宝満山にある老朽化した木製解説板
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事業名 イ -⑪ さいふまいりの風景地環境整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和 11 年度～令和 14 年度 (2029 ～ 2032 年度 )

事業位置

重点区域内、御笠川、鷺田川、藍染川

事業概要 　さいふまいりの風景地であった思川・岩踏川(御笠川)、白川(鷺田川）、

藍染川沿岸の防護柵・カーブミラーや散策路などを景観に配慮したもの

に改修する。また、河川に架かる橋梁の欄干などの塗装補修を実施する。

さらに、岩踏川の由来となった岩盤の顕在化を図る。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　劣化した橋梁の欄干や河川沿岸の防護柵・カーブミラーや散策路等を

改修することで、景観が改善され、「さいふまいり」の歴史的風致の維

持向上に寄与する。

思川 岩踏川 鷺田川



185

事業名 イ -⑫ 金掛け梅公園整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和７年度～令和８年度 (2025 ～ 2026 年度 )

事業位置

重点区域内
五条２丁目 2459-4

事業概要 　中世の金掛け梅伝承地において、神幸式大祭ならびにさいふまいりの

歴史的風致を向上するための解説板やベンチの整備、樹木の剪定を行い、

オープンスペースとして公園整備を行う。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　対象地は、室町時代からの六座のひとつ米屋座であった古川家の邸宅

があった地であり、さいふまいりの遊山の地「金掛け梅」の伝承地である。

そこで金掛け梅伝承地としての名所の雰囲気を取り戻す環境整備を実施

することで、「神幸式」や「さいふまいり」などの歴史的風致の維持向

上に寄与する。

金掛け梅公園整備予定地 整備イメージ
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事業名 イ -⑬ 苅萱の関跡環境整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和９年度～令和 10 年度 (2027 ～ 2028 年度 )

事業位置

重点区域内
坂本１丁目

事業概要 　苅萱関跡に四ヶ国語対応の解説板を設置すると共に、前面の道路部分

の路面を修景し、苅萱関跡を顕在化させる。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　苅萱関跡はかつては「さいふまいり」の名所として知られていたが、

現在は知らない人も多くなっている。今回の事業により、名所として顕

在化を図ることで、「さいふまいり」の歴史的風致の向上に寄与する。

苅萱の関跡の現状
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事業名 イ -⑭ 朱雀大路解説広場整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和６年度～令和７年度 (2024 ～ 2025 年度 )

事業位置

重点区域内
朱雀４丁目

事業概要 　古代の朱雀大路を踏襲する県道観世音寺二日市線の拡幅工事に伴う残

地を朱雀大路の解説広場に整備し、解説板やベンチなどを設置する。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　この事業を実施することにより、古代の朱雀大路と太宰府天満宮神幸

式の関係についての理解が深まり、周辺環境を含めた「神幸式」におけ

る歴史的風致の維持向上に寄与することができる。

整備イメージ事業予定地現状
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事業名 イ -⑮ 筑前国分尼寺跡解説広場整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和 12 年度～令和 13 年度 (2030 ～ 2031 年度 )

事業位置

重点区域内
国分２丁目

事業概要 　筑前国分尼寺跡の一画に解説広場を整備し、周辺で出土した礎石を移

設し、解説板を設置する。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　周辺一帯は、礎石の出土や発掘調査により、筑前国分尼寺跡として知

られているが、現在は住宅化している。そこで解説広場を整備し顕在化

を図ることで、「大宰府関連史跡の保護と継承」に関する歴史的風致の

向上に寄与する。

筑前国分尼寺跡の礎石筑前国分尼寺跡周辺
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事業名 イ -⑯ 御笠団印出土地解説広場整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和 10 年度～令和 12 年度 (2028 ～ 2030 年度 )

事業位置

重点区域内
坂本３丁目

事業概要 　御笠団印出土地周辺を解説広場として整備し、解説板の改修を行い、

ベンチ等を設置する。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　出土地は、歴史の散歩道沿いにありながら、住宅地に囲まれている。

解説広場として整備し顕在化することにより、大宰府関連史跡への理解

が深まり、「大宰府関連史跡の継承と保護」の歴史的風致の向上に寄与

する。

整備イメージ御笠団印出土地の現状
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事業名 イ -⑰ 小町広場環境整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和 13 年度～令和 14 年度 (2031 ～ 2032 年度 )

事業位置

重点区域内
宰府３丁目

事業概要 　小町広場を多目的に利用できるよう広場内や出入口を改修する。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　門前町の一画にある小町広場を整備することにより、門前の人々のも

てなしの場をつくり、散策者の回遊性を高めることで、門前の賑わいの

創出に繋がり、「さいふまいり」の歴史的風致の向上に寄与する。

小町広場の現状
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事業名 イ -⑱ 大宰府跡ガイダンス施設等整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和 12 年度～令和 13 年度 (2030 ～ 2031 年度 )

事業位置

重点区域内
観世音寺３丁目

事業概要 　特別史跡大宰府跡周辺に、大宰府関連史跡を身近に感じることができ

るガイダンス施設を整備する。

事業が歴史的風　

致の維持向上に

寄与する理由

　市内には九州国立博物館があるが、大宰府関連史跡に特化した展示施

設ではない。また、大宰府展示館は遺構覆屋として機能しているものの、

ユニバーサルデザイン化など多様な人々に対応する現地でのガイダンス

機能が不十分である。よって、特別史跡大宰府跡に見合うガイダンス施

設を整備することで「大宰府関連史跡の継承と保護」の歴史的風致の維

持向上に寄与する。

イメージ
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事業名 イ -⑲ 都府楼交流施設整備事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和 13 年度～令和 14 年度 (2031 ～ 2032 年度 )

事業位置

重点区域内
観世音寺４丁目

事業概要 　大宰府跡周辺に大宰府関連史跡に携わる史跡解説員や史跡を管理する

人たち等が集い交流を深める施設を整備する。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　この事業を実施することで、来訪者へのもてなし、市民による「大宰

府史跡の継承と保護」に対する意識向上を図り、ひいては歴史的風致の

維持向上に寄与することになる。
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事業名 ウ -① 四王寺山の環境保存活用事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 社会資本整備総合交付金（効果促進事業）、市単独事業

事業期間 平成 23 年度～令和 14 年度 (2011 ～ 2032 年度 )

事業位置 四王寺山一帯

事業概要

　四王寺山の自然環境の維持向上に資する民間活動の育成。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　史跡地やその周辺を含めた緑地の市民管理の仕組みや内容を検討し、

既存の民間活動団体への参画要請や育成を行い、「さいふまいり」の風

景の維持と歴史的風致を活用したまちづくりの推進を図ることで、歴史

的風致の維持向上に寄与する。

ウ　文化遺産の継承と普及啓発活動に関する事業

ワークショップ
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事業名 ウ -② 門前町並み保存活用事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）、市単独事業

事業期間 平成 22 年度～令和 14 年度 (2010 ～ 2032 年度 )

事業位置 太宰府天満宮門前町

事業概要

　まち並み環境の維持及び向上に資する活動の検討および民間活動団体

の育成。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　太宰府天満宮門前において、まち並み形成や景観に配慮したまちづく

りを推進するために、住民組織の活発な活動を促進することにより、歴

史的風致に対する認識が高まり、歴史的建造物の保存活用や修景による

周辺環境の改善が図られることが期待され、歴史的風致の維持向上に寄

与する。

会議風景 広報誌
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事業名 ウ -③ 太宰府市民遺産育成支援事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 社会資本整備総合交付金（効果促進事業）、市単独事業

事業期間 平成 23 年度～令和 14 年度 (2011 ～ 2032 年度 )

事業位置 太宰府市全域

事業概要

　太宰府市民遺産普及のための活動支援、解説リーフレット等の作成や

映像記録を行うほか、ホームページによる情報発信を行う。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　太宰府市民遺産を育成する市民団体の活動に対する支援措置を講じる

ことにより、市民遺産に対する市民の理解が深まり、様々な文化遺産の

継承につながり、歴史的風致の維持向上に寄与する。

市民遺産展 市民遺産の映像記録作業
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事業名 ウ -④ 民俗文化財調査普及事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和６年度～令和 14 年度 (2024 ～ 2032 年度 )

事業位置 太宰府市全域

事業概要

　伝統的な祭事・行事や伝統技術・産業など、必要に応じて学識経験者

等の指導・助言を得ながら、有形・無形の民俗文化財の調査を実施し、リー

フレット等の刊行物の作成や映像記録等の作成を行う。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　この事業により、行事等に関わる人々はその価値を再認識すると共に、

その情報を発信することで、多くの人々が知る機会が増え、行事等の継

承につながり、「農耕祭事」や「門前の伝統行事」の歴史的風致の維持

向上に寄与する。

無形民俗文化財の調査
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事業名 ウ -⑤ 太宰府発見塾事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 社会資本整備総合交付金（効果促進事業）、市単独事業

事業期間 平成 17 年度～令和 14 年度 (2005 ～ 2032 年度 )

事業位置 太宰府市全域

事業概要

　市民ボランティアを募集し、過去に行った文化遺産調査の追跡調査を

実施する。あわせて地域の歴史文化の講座や文化遺産の活動団体による

講座を実施する。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　この事業で市民自らが調査し、情報収集を行うことで、文化遺産や歴

史的風致に興味を持つきっかけとなり、全ての歴史的風致の活動を支え

る人材、または文化遺産を後世に伝える人材の育成につながる。

太宰府発見塾講義風景
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事業名 ウ -⑥ 太宰府の絵師関係資料調査普及事業

整備主体 太宰府市

支援事業名 市単独事業

事業期間 令和６年度～令和 14 年度 (2024 ～ 2032 年度 )

事業位置 太宰府市全域

事業概要

　近世・近代とさいふまいりの名所や恵比寿神を描いてきた太宰府の町

絵師の資料を調査し、展示や出前講座などの普及啓発活動を実施する。

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由

　この事業によって、太宰府の歴史的風致形成の一翼を担った町絵師の

文化交流を理解することができ、建造物等の修理・修景やその環境整備、

神社行事の裏付けを得ることができる。また、その成果を展示や出前講

座などで普及啓発することで、まちづくりに対する住民理解や意識向上

にも繋がり、「さいふまいり」「門前の伝統行事」「農耕祭事」などの歴

史的風致の向上に寄与することができる。

絵師調査風景 市民向け講座


